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研究主題

「集団の一員 としての相互理解を図 り、自己を生かす能力を養う指導の工夫」

1は じめ に

1研 究のね らい

学校教 育 において、生徒 と生徒及 び生徒 と教師が、豊 かで望 ま しい人間関係 を築 くため に

「集団 の一員 としての相互理解」 を図 り、それぞれ の生徒が集 団 の中で 自己の役 割 と責任 を

自覚 し、集 団生活 の改善 ・向上 に進んで協力す ることによ って 「自己を生 かす能力」を 養 う

ための方策 を探 る。

2研 究 の背 景 と主題設定の理由

特別活動 の 目標 は、「望 ま しい集団活動 を通 して、(中 略)自 己を生 かす能力 を養 う。」(高

等学校学 習指導要領)こ とで ある。 ところが、学校 の中で は、豊 かな人 間関係 を築 き、 お互

いが高 め合 う 「望 ま しい集団活動」を醸成す ることが難 しくな って きてい るので はないだ ろ

うか 。その原 因 と して は、社会の激 しい変化が、生徒 の生活 や意識 に大 きな影 響を もた ら し

て い ることが考 え られ る。科学技術の進歩 と経済 の発展 は、物質 的な豊 か さを もた らした。

一方 、都市化 の進行 は、核家族 化 ・少子化 ・高齢化 な ど地域社会 での連帯感 や人間関係 の希

薄化 を生 じさせた。 このため、若者 は社 会体験 や 自然体験 の機会 を もちに くくな り、若者 の

中 に 「指示待 ち人 間」 が増加 し、若者 が 自立 しに くくな って きて いる。 しか し、若者 の中 に

は、「集 団活動 への憧 れ」や 「社 会参加、社 会貢献 への意欲」 を強 くもってい るもの もいる。

それ は、阪神淡路大震災 の とき、若者 がボ ランテ ィア活動で 目覚 ま しい活躍 と貢献 を した こ

とか らも理解 で きる。「人 は人間関係 の中で成長す る」 と言 われ る。集 団 の一 員 と しての 人

間関係が希薄 にな って きてい る生徒 に対 して、 どのよ うに した ら豊かで望 ま しい人間関 係 を

築 かせ ることがで きるだろ うか。

本年度 教育研究員 は、 そのためには 「集団 の一員 と しての相 互理解」を図 る ことが重 要 で

あ ると考 え た。「集 団の一員 と しての相互理解」 を図 るためには、 生 徒 自身 の 自己理解 、生

徒 と生徒 、生 徒 と教 師、 ホームルームやク ラブな どの集 団での生 徒個人 と他者 との相互理 解

が大切 であ る。 自己理 解 と相互理解が得 られ ることで、集 団の中で 自己の役割が明 らか に な

り、 その役割 を遂行 す ることによって、 自己の存 在感 を実感 し、生 きが いを見 いだす と と も

に、集団生活 の改善 ・向上 に進 んで協 力す る態度 、すなわち、集 団の中で 「自己を生かす 能

力」が養 われてい くと考 えた。学校 で 「集 団の一員 としての相互理 解」 を図 り、 「自己 を生

かす能力」 を養 うことで、生徒 は学校 に対す る帰属意識 や連帯感 を高 め、楽 しく充実 した学

校生 活を送 られ るよ うにな ると考 えた。

3研 究 の進め方

初 めに、学校生活 における生徒 の人間関係や相互理解の実態を探 るたあの ア ンケー ト調 査

を行 った。次 に、 ア ンケー ト調査の集計 と分析を行 った。その分析結 果を基 に、指導方法 の

工夫 を提言 と して まとめた。そ して、提言 にそ った実践事例 を ホームルー ム活動 と部活動 に

つ いて紹介 した。
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II調 査結果から見た生徒の意識と実態

学 校 生 活 に お け る生 徒 の 人 間関 係 と相 互 理 解 の 実 態 を把 握 す るた め・9月 上 旬 に研 究 員 が勤

務 す る9校 で ア ンケ ー ト調 査 を実 施 した。 そ の結 果 、調 査 回 答 数 は全 日制 課 程 で1,349・ 定 時

制 課 程 で227、 総 数1,576(男 子801、 女 子775)の 回 答 が 得 られ た 。

図1か ら図16ま で の グ ラ フの数 値 の単 位 はす べ て%で あ る。

1人 間 関係 に つ い て

人 間 関 係 につ いて どの よ うな意 識 を も って い るか を20項 目 にわ た って質 問 し、1～4の4

段 階 で 回 答 して も らっ た。 回 答 の 段 階 を そ の ま ま項 目の 得 点 と して扱 った 。 これ らの質 問 項

目 にっ いて 、 因 子 分 析 法(主 因子 法 、 バ リマ ック ス回 転)を 用 いて項 目間 の 相 関 を 調 べ た 。

そ の結 果 、14項 目が 主 要 項 目 と して取 り出 され た 。以 下 が そ の14項 目の 回 答 結 果 で あ る。

あ な た 自身 にっ いて 、次 の質 問 項 目が 「全 くあ て は ま らな い」 場 合 が1、 「あ ま り あ て

は ま らな い」 場 合 が2、 「だ い た い あ て は ま る」 場 合 が3、 「非 常 に よ くあ て は ま る」 場 合

が4で 、 回答 して くだ さ い 。(図1)

図1人 間関係 にっ いて

■1「 全 くあて は ま らな い」

■3「 だ い た い あて は ま る」

彫2「 あまりあて はま らな い」

目4「 非常 によ くあて はまる」

① みんなからいっでも 「良い人」だと思われていたい

② 友達か ら嫌われないように努力 している

③ 人が自分のことをどのように思 うか気になる

④ 人から何を言われても傷つかない強い自分になりたい

⑤ 個人的な悩みやコンプレックスを人に相談するには勇気がいる

⑥ 友達とけんかしても自分の意見を言うことができる

⑦ 人の前で自分の考えを言える

⑧ 自分の嫌な面 も人に対 して正直に出すことができる

⑨ 人か ら頼まれると嫌と言えない

⑩ 人とうまくやっていくために、いつ も相手に合わせる

⑪ 何事 も努力次第で思い通 りになる

⑫ 今、自分には一生懸命打ち込んでいるものがある
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⑫2.7

⑬ 友達とけんかしたことがあるが、その友達と今 も親しくしている ⑬3.1

⑭ 責任のある立場にはできるだけ立ちたくない ⑭2.7
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これ らの14項 目 は 、上 記 の因 子 分 析 法 に よ ってF1～F6の6つ の グル ー プ に分 け る こ と

が で き た。6つ の グ ル ー プ が表 す 「人 間 関 係 につ いて の意 識 」 は次 の通 りで あ る。

F1「 人目を気にする」

F2「 自分の意見を言える」

F3「 他の人に合わせるJ

F4「 前向きな姿勢である」

F5「 けんかを修復できる」

F6「 責任を回避する」

…他の人か らどう見られているかを気にする(質 問事項①②③ ④⑤)

…他の人に対 して自分の言いたいことが言える(質 問事項⑥⑦③)

…人から頼まれると嫌 とは言えない(質 問事項⑨⑩)

…今一生懸命打ち込んでいるものがある(質 問事項⑪⑫)

…友達 とけんか しても仲直りができる(質 問事項⑬)

…責任ある立場には立ちた くない(質 問事項⑭)
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「2高 校 を選 ん だ 理 由 と理 想 の教 師 像 に つ いて」 以 降 の ア ンケ ー ト項 目に お いて 、 そ の

選 択 肢 の 中 で対 比 され る回 答 群 に対 して 、F1か らF6の グル ー プ ご とに平 均 値 の差 に っ い

て 検 定 を 行 っ た。 そ の結 果 、95%以 上 の 信頼 性 が 得 られ た3-(1)、3-(4>、3-(5)、3-(7)、

4-(1)の5っ の ア ンケ ー ト項 目 にっ いて グ ラ フ化 した(図A～ 図E)。

これ らの グ ラフか ら、 ア ンケ ー ト項 目 ご とに対 比 す る選 択 肢 を選 ん だ生 徒 た ちが 、 そ れ ぞ

れ に も って い る人 間 関 係 に対 して の 意識 の違 い を読 み取 れ る と考 え た。

2高 校 を選 ん だ理 由 と理 想 の教 師 像 に つ い て

(1>「あなたが現在 の高校 を選 んだ理 由 は何 ですか」(3っ までの複数 回答)(図2)

「学 力 的 に み て 」 を選 ん だ生 徒 が54.8%と 一 番 多 く、 次 に 「通 学 の便 」(36.9%)、 「高 校 卒 業

の 資 格 」(30.0%)の 順 で あ る。 入学 試 験 に合 格 で きる か が、 高 校 を 選 ぶ 最 も大 きな理 由 にな っ

て い る 。「校 風 や 施 設 」、 「好 き な勉 強 」、「入 りた い部 活 動 」 な ど、 そ れ ぞ れ の 学 校 の 教 育 内 容

や 特 色 か ら高 校 を選 ん だ生 徒 は少 な い。一 方 で 「新 しい人 間 関 係 を っ く りた い」 と思 っ て い た

生 徒 が16.7%い る。 これ は、 図2現 在の高校を選んだ理由

学力的にみて生 徒 が高 校 生 活 で新 た な人

中学の先生や親にすすめられて

間 関 係 を っ くりた い と考 え 友達がいるから
通学の便がよいから

て い る気 持 ち の表 れ と考 え 職場(ア ルバイト先)に 近いから

資格が取得できるからられ る
。 就職や進学のことを考えて

制服が気にいったから

校風や施設などが良かったから

第一志望の学校が不合格だったから

高校卒業の資格がほしいから

自分の好きなことが勉強できるから

入りたい部活動があったから

学校行事がすばらしかったから

新しい人間関係をっくりたいから

その他

0 10 zo 30 40 50 so
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(2)「あなたが理想 とす る教 師 とはどん な教師ですか」(3つ までの複数回答)(図3)

「生 徒 の立 場 に立 って理 解 で き る」 教 師 を理 想 とす る生徒 が60.3%と 一 番 多 い。 次 に 「明 る

く楽 しそ うに授 業 を す る」教 師 が58.2%と 支持 され て い る。 そ して 、 「生 徒 と コ ミュ ニケ ー シ ョ

図3あ なたが理想とする教師とはどんな教師ですか
ンが とれ る」(38.3%)、 「親

身 に相談 にの って くれ る」(2

6.5%)と 続 いて い る。 生 徒

は教 師 に自分 の考え や言動 を

生徒 の立場 で理解 して欲 しい

と望 んで いる ことが分か る。

この ことか ら、教師 は生徒 に

迎合 す るのではな く、生 徒 の

視点 に立 って生徒 を理解 して

いこ うとす る姿勢 が大切 で あ

る。

3ホ ーム ルーム について

生徒の立場に立って理解できる

親身に相談にのってくれる

喫煙なとの問題行動を厳しく指導できる

生徒とコミュニケーションがとれる

知識が豊富である

プライベートなことも相談できる

明るく楽しそうに授業をする

板書の内容が整理されている

一生懸命努力している

私生活に左右されない

分か りやすく説明してくれる

その他

010203040506070

(1)「現 在 の ホ ー ム ル ー ムは楽 しい です か 」(図4)(図A)

「ア 楽 しい」、 「イ ま あ楽 しい」 と回 答 した生 徒 は65.7%で あ る。 また 「ウ あ ま り楽 し

くな い」、 「工 全 く楽 し くな い」 と回 答 した生 徒 は34.3%で あ る。

図Aか らは 、 ホ ー ム ル ー ム が楽 しい と感 じる生 徒 は、楽 し くな い と感 じて い る生 徒 と比 較 し

て 、 自分 で打 ち込 ん で い る もの が あ り、 友達 と けん か して も人 間関 係 を修 復 で き、責 任 あ る立

場 を 避 け よ う と しな い傾 向 が あ る。 この ことか ら、主 体 的 に もの ご とを考 え る積 極 的 な 生 徒 の

姿 が 伺 わ れ る。

図4現 在のホームルームは楽しいですか 図Aホ ームルームの感じ方とF4・F5・F6の 平均工 全く楽

しくないF4前 向きな姿勢
楽しい10.6%
17.0%z.7

ウ あ ま

り楽 し く

な し

23.7%

薩
F6責 任回避

2.7,
z.s

3.0

3.1

F5け ん か修 復

一 ア ・イ(楽 しい)と 答えた生徒

一… ウ・エ(楽 しくない)と 答えた生徒

② 「(「楽 しい」、 「ま あ楽 しい」 と回答 した生 徒 に対 して)現 在 の ホ ー ム ル ー ムが 楽 し い の

は な ぜ で す か 」(3っ ま で の複 数 回 答)(図5)

「仲 の良 い友達 がい る」 と回答 した生徒 が79.6%で 一番多 い。次 に 「雰囲気 が明 る く活気が
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あ る」 が47.0%で あ る。 そ れ に対 して 「ま とま って 一致 団結 で き る」 を選 ん だ生 徒 は8.8%と 少

な い 。 この こ とか ら、 ホ ー ム 図5現 在のホームルームが楽しい理由

ル ー ムを生 徒 の個 人 的 な友 達 ホームルームがまとま・ていて一致団結できる

仲の良い友達がいる79.6関 係 の集 ま りか ら進 展 させ て
、 ホームルームの雰囲気が明るく活気がある

集 団 と して の ま とま りを もち、 男女間の仲が良い

協 力 して何 か を 達 成 す る よ う 落ち着いて勉強できる
自分の好きなことができるな帰 属 意 識 や連 帯 感 を育

て る 担任の先生が自分を理解してくれる

必 要 が あ る。 その他

01020304050607080
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(3)「(「あ ま り楽 し くな い」、「全 く楽 しくな い」 と回答 した生 徒 に対 して)現 在 の ホ ー ムルー

ム が楽 し くな いの はな ぜ で す か 」(3っ まで の 複 数 回 答)(図6)

「ホ ー ム ル ー ムの雰 囲 気 が 自分 に合 わ な い」 と回答 した生 徒 が65,1%と 一 番 多 い 。 次 に 「自

分 の や りた い こ とが で き な い」(27.4%)、 「仲 の良 い友 達 が い な い」(24.3%)の 順 で あ る 。 こ

の こ と は、生 徒 が 自分 の 気 持 図6現 在のホームルームが楽しくない理由

ちや考 えを表現 す る機 会 が少

な く、人 間的な触れ合 いを も

ちに くいか らで はな いか。 生

徒同士 がお互 いを理解 し合 い、

認 め合 うよ うな機 会を多 くも

たせ る ことが必要であ る。

ホームルームの仲が悪くバラバラだ

仲の良い友達がいない

ホームルームの雰囲気が自分に合わない

男女間の仲が悪い

勉強に取 り組むことができない

自分のやりたいことができない

担任の先生 と合わない

その他

010203040506070

(4>「 ホ ー ム ル ー ムの友 達 はあ な た の こ とを理 解 して くれ て い る と思 い ま すか 」(図7)(図B)

「ウ あ ま り理 解 され て いな い」、 「エ だ れ も私 を理 解 して い な い」 と回答 した生 徒 は合 わ

せ る と56.1%で あ る。

図Bか ら、友 達 か ら理 解 され て いな い と感 じて い る生 徒 は、 理 解 され て い る と感 じて い る生

徒 と比 較 して 、人 の前 で 自分 の意 見 を言 う こ とが で きず 、 自分 で打 ち込 ん で い る もの が な く、

責 任 あ る立 場 を避 け よ う とす る傾 向 が あ る。 この こ とか ら、 消 極 的 で、 自分 を表 現 す る こ と が

得 意 で は な い生 徒 の姿 が伺 わ れ る。

図7ホ ームルームの友達はあなたのことを 図B友 達から理解されているかとF2・F4・F6の 平均
理解してくれていると思いますか

だれも

私を理解し

ていない

10.0%

ウ あまり

理解されて

いない

46.1%

ア 非常に

よく理解さ

れている

4.4%

イ だ いた

い理解され

ている

39.5% F6責 任回避

2.6
2.8

F2自 分 の 意 見 を 言 え る

2.7

2.6

2.6
2.7

F4前 向 きな姿勢

一 ア ・イ(理 解されている)と 答えた生徒

一一一一 ウ・エ(理 解されていない)と 答えた生徒
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(5)「 あ な た は ホ ー ム ル ー ムの友 達 を理 解 して い る と思 います か」(図8)(図C)

友 達 の こ とを 「ウ 本 当 はあ ま り理 解 して い な い」 と い う生 徒 は29.2%、 「エ よ く分 か ら

な い」 生 徒 が22.6%い る。 合 わ せ る と51.8%の 生 徒 が 、 自分 の友 達 の こ と を あ ま りよ く理 解 し

て い な い と考 え て い る。

図Cか ら、 友達 を理 解 して いな い と思 う生 徒 は、 友達 を理 解 して い る と思 う生 徒 と比較 して 、

人 の前 で 自分 の意 見 を言 う こ とが で きず、 自分 で 打 ち込 ん で い る もの が な く、友 達 と けん か す

る と人 間関 係 を修 復 で きず 、責 任 あ る立 場 を 避 け よ う とす る傾 向 が あ る。3-(4>と 同様 に消 極

的 な生 徒 の姿 が伺 わ れ る。

図8あ なたはホームルームの友達 図C友 達を理解しているかとF2・F4・F5・F6の 平均
を理解していると思いますか

イ だい

たい理解

している

42.0%

F6責 任回避

F2 自分の意見を言える

2.7
2.6
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2.52.7
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回避 ＼
、
、
、
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、
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ノ
,

'
,

,

,

F4前 向 きな姿勢

'
、
、
、 '

3.0
3.1

F5 けんか修復
一 ア・イ(理 解している)と 答えた生徒

一… 一ウ・エ(理 解していない)と 答えた生徒

⑥ 「あなたか ら見て、 あなたのホームルームの人 間関係 はどのよ うな もの ですか 」(3っ

までの複数 回答)(図9)

ホ ー ム ル ー ム が 「い くっ か の グル ー プ に分 か れ て い る」 と考 え て い る生 徒 が74.6%、 「ま だ

話 した こ とが な い人 が い る」 生 徒 が55.6%い る。 この ことか ら生 徒 は 自分 の 属 して い る グ ル ー

プ の 中 に 閉 じこ も って 、全 体 に対 して 自 己表 現 が で きな いで い る様 子 が伺 わ れ る。 ホ ー ム ル ー

ム が生 徒 の学 校 生活 の 中 で一 番長 く生 活 す る場 で あ る こ とを考 え る と、生 徒 が安 心 して 自分 を

表 現 し、 お互 いを理 解 し合 え る集 団 に して い く必 要 が あ る。

図9あ なたから見て、ホームルームの人間関係はどのようなものですか

だれとでも仲良 く話ができる

男女の仲が悪い

一致団結 して協力することができる

まだ話したことがない人がいる

いくっかのグループに分かれている

対立している人がいる

その他

6

01020304050607080

(7)「 ホ ー ム ル ー ム の 中 で の あ な たの 役 割 は何 です か 」(図10)(図D)
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「ア リー ダー 的存 在 で あ る」、 「イ 積 極 的 に ホ ー ムル ー ムの人 に協 力 す る」、 「ウ 頼 ま れ れ

ば ホ ー ム ル ー ム の人 に協 力 す る」 と回 答 した生 徒 を合 わ せ る と、55.1%の 生 徒 が 何 らか の 役 割

を ホ ー ム ル ー ム で果 た して い る。 しか し 「ウ 頼 まれ れ ば ホ ー ム ル ー ム の人 に協 力 す る」 が44.

0%と 一 番 多 く、 自分 か ら進 ん で役 割 を果 た そ う とい う姿 勢 に乏 しい こ とが 分 か る。 そ の 一 方

で 「工 何 も して い な い」 と回 答 した生 徒 が 半数 近 い44.9%い る。教 師 や 他 の 生 徒 か ら、 認 め

られ る こ とで 、 生 徒 一 人 一 人 に集 団 の一 員 と して の 自覚 を もたせ 、 自分 を生 か そ う とす る意 識

を高 め させ て い く ことが 重 要 で あ る。

図Dか ら、 「ア リー ダー 的 な存 在 」 の生 徒 と 「イ 積 極 的 に ホ ー ム ル ー ムの 人 に協 力 す る」

生 徒 は、 「工 何 も して い な い」 生 徒 と比 較 して 、 人 の 前 で 自分 の 意 見 を 言 う こ とが で き、 自

分 で打 ち込 ん で い る もの が あ り、 友達 と けん か して も仲 良 くで き、 責 任 あ る立 場 を避 けよ う と

しな い傾 向 が あ る。 この こ とか ら前 向 きな 自己表 現 の で き る生 徒 の姿 が伺 わ れ る。

図10ホ ームルームの中でのあなたの役割は何ですか

ア リーダ
ー的な存在 イ 積極的

である にホームル

エ 何もし2.3%一 ムの人に

ていない 協力する
8%44.9%

図Dホ ー ム ル ー ム の 中で の役 割 とF2・F4・F5・F6の 平均

F6責 任回避
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ナ
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'
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'
ダ

'
'

'
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'
'

3.0
3.2
F5け んか修復

F4前 向きな姿勢

一 ア・イ(積 極的役割)と 答えた生徒

一一一一 工(何 もしていない)と 答えた生徒

(8)「 あ な た に と って ロ ング ホ ー ム ル ー ム の時 間 が 最 も有 意 義 に使 わ れ て い る と思 うの は ど

ん な と き です か 」(3っ まで の複 数 回答)(図11)

「学 校 行 事 にっ いて 話 し合 って い る と き」 と回答 した生 徒 が36.5%と 一 番 多 い。 次 に 「ホ ー

ム ル ー ムの 係 や 席 替 え な ど につ いて 話 し合 って い る と き」(35 .8%)で あ る。生 徒 は ロ ングホ ー

ム ル ー ムで は学 校 行 事 や 、 自分 自身 の 身 近 な問題 を解 決 す るた め の話 し合 い に意 義 を 見 い だ し

て い る。 そ の一 方 で 、 「ロ ン グホ ー ム ル ー ム の時 間 は あ ま り意 味 が な い 」 と回 答 した 生 徒 が 、

33.3%い る 。 生 徒 が 興 味 ・ 図11・ ングホームルームの時間が最も有意義に使われていると思うのはどんなときですか

関 心 を もて る話 題 か ら話 し 学校行事について話し合っているとき

合 い を行 い 、 他 の 人 が どの 進路について話したり学習しているとき担任から
の連絡や注意

よ うな意 見 や考 え を も って 何かテーマを決めてお互いの意見を発表しているとき

いるかを知るとともに・自 識 嚇 繕隷 嬬 ご濃

分 の意 見 や考 え を 言 う こ と 集会(学 年会や講演会等)

によ ・て・生徒 の相互 理解 蹴 一ムルームの時間はあまり意味がない

を 深 め さ せ て い く こ と が 大0510152025303540

切 で あ る 。
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4部 活動 について

(1)「あなた は入学後 、何 らかの部 に所属 したことがあ ります か」(図12)(図E)

現 在 、54.1%の 生 徒 が 部 活 動 を 行 って い る。入 学 後 一 度 何 らか の部 に 入 部 した 生 徒 は全 日 制

で76.7%、 定 時 制 で63.0%で あ る。 そ の うち退 部 した生 徒 は全 日制 で29.7%、 定 時制 で12.4%で 、

中途 の退 部 は全 日制 の 方 が 多 い。一 方 、最 初 か ら入 部 しな い生 徒 は、全 日制 の23.3%に 対 して

定 時 制 は37.0%と な り、定 時 制 の方 が入 部 しな い割 合 が高 い 。 この こと か ら、 生 徒 が 部 活 動 に

積 極 的 に参 加 す るよ うな働 きか けや部 活 動 を継 続 して い け る よ うな指 導 が 必 要 で あ る。

図Eか ら、 現 在 部 に所 属 して い る生 徒 は、入 学 後 部 活 動 に所 属 した こ とが な い生 徒 に比 較 し

て 、 人 か ら 自分 の こ とを認 め て も らい た い と考 え て お り、 協 調 性 が あ り、 前 向 き な姿 勢 で責 任

感 が強 い傾 向 に あ る。 この こ とか ら、 もの ご とに対 して積 極 的 に取 り組 ん で 行 こ う とす る生 徒

の姿 が伺 わ れ る。

図12あ なたは,入 学後何らかの部に 図E部 活動への所属とF1・F3。F4・F6の 平均
所属したことがありますか

F1人 目を気にする
010203040

ア 現在運動系
の部に所属

イ 現在文化系
の部に所属

ウ 運動系の部
を退部した

工 文化系の部
を退部した

オ 所属したこ
とはない

1■ 全体2全 日制 □ 定時制1
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F3他 の人
る

2.5

2.7

F4前 向 きな姿勢

一 ア・イ(現 在部に所属)と 答えた生徒

一一… オ(入 学後部に無所属)と 答えた生徒

(2)「あなたが部活動 を続 けてい く一番の 目的 は何 ですか」(図13)

「何 で もいいか ら充実感 を得 たい」 と回答 した生徒 が28.7%で 一番多 い。次 に 「試 合 で勝 ち

た い(コ ン クー ル ・発 表 会 で 成 功

した い)」(27.9%)で あ る。特 に、

定 時 制 のX!1%の 生 徒 が 部 活 動 に

充 実 感 を求 め て い る。 この こ と か

ら、生 徒 が部 活 動 を 通 して や って

良 か った と感 じる よ うな指 導 が 必

要 で あ る。

図13あ なたが部活動を続けていく一番の目的は何ですか

0102030

試合で勝ちたい

親 しい友達を作りたい

部活動で自分を鍛えたい

何でもいいか ら充実感を得たい

その他

40

40

【■ 全体 國 全日制 口 定時制1
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(3)「あなたが部 活動 で果 して いる役割 は何 です か」(図14)

自分 が部 活 動 で 「何 らか の 役 割 を 果 た して い る」 と考 え て い る生 徒 は60.3%い る。 そ れ に 対

して 「と き に 自分 勝 手 で 迷 惑 を か け る」、「特 に果 た して い な い」 と回 答 した生 徒 が39。7%い る。

この こ とか ら、部 に所 属 して い る場 合 は、 リー ダー シ ップ の意 識 を も って い た り、 また集 団 の

中 で 目立 た な くて も自分 の役 割 を 認 図14あ なたが部活動で果たしている役割は何ですか
01020304050fiO

識 してい る生 徒が多い ことが分か る。

集団 の中で積 極的 に役割 を果 たす こ

とので きる人間の育成 に、部活動 の

果 た して い る役 割 は大 きい。「特 に

果 た してい ない」 と回答 した生徒 に

は、役割 を 自覚 して いない生徒 もい

ると考 え られ る。 これ らの生徒には、

自分 の役 割を発見 させ た り、気 付か

せ た りす る指導が必要 であ る。

リー ダー

サ ブ リー ダー

明るく盛り上げる

地味だがみんなのために尽くす

嫌なことも引き受ける

ときに自分勝手で迷惑をかける

特 に果た して いない

(4)「あな たが部 を辞 あた理 由は何 です か」(3つ までの複数回答)(図15)

「忙 しい」 と答 え た生 徒 が36.0%と 一 番 多 い 。学 校 外 で の生 徒 の活 動 の場 が増 え 、 部 活 動 で

時 間 を拘 束 さ れ る の を敬 遠 す る様 子 が伺 わ れ る。 ま た 「人 間 関 係 が ま ず くな った 」(30.3%)

や 、 「上 級 生 が 気 に 入 ら な い」 図15あ なたが部を辞めた理由は何ですカ'

(22.0%)を 挙 げ た生 徒 も多 い 。

人 間 関 係 が 退 部 の大 きな原 因 に

な って い る 。 ま た 、 「そ の 他 」

(27.0%)の 回 答 の 理 由 と し て

「っ ま らな い 」、 「面 倒 く さ い」

を挙 げ た生 徒 が多 い 。

厳 しい

人間関係がまず くなった

忙 しい

体力や技術が伸びず面白くない

いやいや入部させ られたので

上級生が気に入 らない

成績が下がった

その他

0510152025303540

(5)「(退 部 した生徒 に対 して)以 前の活動 時間を現在 のあな た はどの よ うに使 って います

か」(図16)

「ア ルバ イ ト」 と回 答 し た生 図16退 部してから以前の活動時間を、現在あなたはどのように使っていますか
0102030405060徒

が33.3%、 「遊 ん で い る」 と

自宅にいる回答 した 生 徒 が30
.9%で あ った。

生 徒 は部 を 辞 めて で き た時 間 を 遊んでいる

家 庭 や学 校 外 で の 自由 時 間 と し
アル バ イ ト

て 使 っ て い る 。

勉強(塾・予備校を含む)

その他
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皿 調査結果に基づいた考察と提言
一相互理解 を深 め、自己を生かすホームルーム活動 と部活動 一

ア ンケー ト結果 によれば、65.7%の 生徒 が 「現在の ホー ムルームを楽 しい」 と答 えて い る。

この理 由 として、79。6%の 生徒 が 「仲 の良 い友達が いる」か らと回答 してい る(ア ンケー ト項

目3-(1)、3-(2))。 その一 方で、半数以上 の生徒が 「自分 は友達 に理解 して もらっていない」 ま

た 「自分 も友達 の ことを理解 していない」 と回答 して いる(ア ンケ ー ト項 目3-(4)、3-(5))。 そ

の ことか ら、生徒 の友人関係 の多 くが表面的 な付 き合 いに とどま ってい ることが伺 われ る。 そ

の理 由は、生徒 と生徒 が本音 で話 し合 った り、心 と心 を触 れ合 った りす る機会 が少 ない こ とが

挙 げ られ る。そ こで、ホームルームや部 といった集 団の中で、生徒 が表面的 な仲 の良 い集 団 か

ら一歩進 んで、お互 いを真 に理解 し合 っていけるような集 団にす ることが必要であると考えた。

「真 に相手 を理解 しよ う」、「自分 を理解 して もらお う」 と相互理解 を図 ってい こ うと努 力 す

る ことは、 自分を見っめ直す よい機会 で もあ り、 自己発見や 自己理解 にっなが って い くと考 え

られ る。 この点か ら、 自己理解 と相互理解 とは不可分 な関係 にあ ると言 え る。学校生 活 に対 し

て肯定 的 に感 じて いる生 徒 と否定的に感 じてい る生徒 では、人間関係の捉 え方 に違 いが あ る こ

とが分 か った(図Aか ら図Eの グラフ)。 その違 い は、生徒 の人間 関係 にっ いて の意 識 が 、 そ

の集 団の中で 自分が他の人か ら認 め られてい るとい う自信 と集団内の信頼関係の強 さに大 き く

左右 されて いることで ある。 この ことか ら、生徒 が肯定的かっ積極的 な自己理解 を進 め るこ と

に よって 自己の発見 や自己変革を行 い、 また、相互理解 を図 る ことによ って お互 いに入格 的 に

影響 し合 い、人 間的 に高 あ合 って いけるような集 団にす ることが大切 である と考 えた。

さ らに、生徒 が集団 の中で役割 や責任を 自覚 し、それを果 た して い くことは、集 団への帰 属

意識 を高 あ、 よ り一層 の相互理解 を深 あて い くことにな る。 このために、教 師は、集 団の 中で

生徒一人一人 に活躍 の場 や役割 を もたせ るとと もに、「彼(彼 女)が 頑 張 って い るんだ か ら自

分 も頑張 ろ う」 とい うよ うな、他 の生徒 に良 い影響を及ぼ し、ひいて は、主体 的に 自分を伸 ば

してい こうとす る態度 を育 てて い くことが必要で あると考えた。また、教 師 は、生徒が集 団 の

中で どの ような役割 や責任 を果た し、 自分 を生か して いるか にっいて常 に目を配 るこ とも大 切

であ ると考 え た。そ して生徒が達成 した成果 を積極的 に評価す るとともに、達 成 した成果 を他

の生 徒 に気付かせて、生徒 と生徒 の中で評価 させ ること も大切であ る。 つ ま り、 「自分 が集 団

の中で必要 とされてい る」 あるいは 「自分が生 か されて い る」 ことを実感 させ る ことが重 要 で

あ ると考 えた。

以上 の観点か ら以下 の三点 の提言を まとめた。

1

1集 団 の中で 自 ら進んで望 ま しい人間関係を作 り、生 きが いを見 いだす ことので きる よ

うに、様 々な働 きかけを工夫す る。

高 校 を選 ん だ理 由 と して 「新 しい人 間 関 係 を 作 りた い 」 と答 え た生 徒 が16.7%で あ っ た(ア

ンケ ー ト項 目2-(1))。 ま た、 部 活動 を続 け て い く理 由 と して 「何 で も い い か ら充 実 感 を 得 た

い」 と答 え た生 徒 が28.7%で あ っ た(ア ンケ ー ト項 目4-(2))。 生 徒 は 、 新 し い友 達 と の 出 会

い や何 か に一 生 懸 命 に集 中 した い とい う欲 求 を も って い る。 しか し、 多 くの生 徒 は、 そ れ ら の
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欲 求を もちなが らも、ど うや って人 間関係 を作 った らよいのか、 あるいは、何 に打 ち込ん だ ら

よいのか分 か らないでい る様子 が伺 われ る。 この ことか ら、教師 は、生 徒が進 んで新 しい人 間

関係を求 めた り、集団 内での充実感 を得 ることが できるきっか けをっ くる様々 な工夫をす る必

要 が ある。例 えば、入学 当初 であれば、ホームルーム活動で は、 自己紹 介を工夫 して でき るだ

け多 くの生徒 を知 るよ うな ロングホームルームを計画 した り、部活動で は、部活動紹介等 を工

夫 して、生徒 が様 々な部活動 を知 り、興味 ・関心 を もっ ことによ って、部活動へ の加入 を勧 め

る等 が考 え られ る。

2集 団の中の心 と心 の触 れ合 いを大切 に し、他の人の価値観や考え方 を理解 しよう とす

る態度 をは ぐくむ工夫 をす る。

生徒 が、 自分 自身 の考 えや価値観 を しっか りもち、 また、他 の人 の考えや価値観 を理解 しよ

うとす るこ とが、生徒 と生徒 の相互理解 の第一歩 となるので はないか。生徒 は他 の人 にどの よ

うに思わ れて い るか を気 にす る傾 向があ る(F1)。 このため、生徒 自身 の率 直 な意 見 や考 え

をお互 いに言 うことがで きる機会 を もつ ことによ って、生徒 と生徒が率直 に自己表現 で きる人

間関係 を作 りあげて い くことが大切 であ る。 そ して、教師 と生徒、生徒 と生徒 の間 に心 の通 い

合 いを もて る ことが重要 であ る。自分 の率直 な自己表現の場 と して、例えば、 ホームルー ム活

動 で は、 ロ ングホームルームの時間 に生徒 の興味 のある話題 を選 び、 自由 に発言 できるよ う小

グループでの話 し合 いを行 った り、 日誌を活用 してその 日の出来事 にっ いて必ず 自分の考 え を

記入 させ た りす るなどの方法が考え られる。部 活動で は、 ミー ティ ングで活動 の反 省を全 員 で

行 い、生 徒一人一人の成長 にっ なが るよ うな意 見交換 を行 うな どが考 え られ る。 これ らの こ と

によ り、 自分を客観的 に捉 える ことによって 自己理解を深 め るとともに、他の人の様 々な考 え

や価値観 を知 り、 その良 いと ころを認 めることで、 自分 を伸 ば してい けるよ うにす ることが重

要 であ る。その際、画一的 な考え方 しか認あな い態度 や排他 的な態度 は、お互 いを伸ば して い

か ない ことを生 徒 に理解 させ る必要が ある。

3生 徒が集団の中で役割を担い 、責 任を自覚するよ うに工夫 する。そ して、成果を あげ

た ことにつ いて積極的な評価をする。

「ホ ー ム ル ー ムで 、 特 に役割 を 何 も して い な い 」生 徒 は44。9%、(3-一(7))、 「部 活 動 で 、 役

割 を 特 に果 た して いな い」生 徒 は34.4%(4-(3))で あ った 。 な ぜ 、生 徒 は集 団 の 中 で 自分 の

役 割 を 自覚 しな いの だ ろ うか 。 そ の理 由 は、生 徒 が 自分 の能 力 や適 性 を きち ん と把 握 して い な

い た め に 、集 団 の 中 で 自分 が何 を で き るの か が分 か らず 、 役 割 を果 たす こ とに よ って 、 自分 を

生 か して い くこ とが で きな いた め で あ る と考 え られ る。 そ こで 、皆 で集 団 の具 体 的 な 目標 を 決

めて 、 そ の実 現 に 向 か って努 力 を す る と と もに 、生 徒 一 人 一 人 が集 団 の中 で 自分 の役 割 を もっ

こ とを 通 して 、集 団 に対 す る帰 属 意 識 や連 帯 感 を育 て て い く必 要 が あ る。 そ して 、 目標 に 対 し

て 結 果 が ど うで あ った か を反 省 し、 そ の 中 で生 徒 の果 た した役 割 につ いて は、教 師 は もち ろん、

他 の 生 徒 か ら も積 極 的 に評 価 を して い き、 生 徒 一 人 一 人 が 自分 を 生 か す こと が で き るよ う に 工

夫 す る こ とが重 要 で あ る。
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IV実 践事例

1ホ ーム ルーム活動1一 生徒 と教師が心を通わす学級経営 一

(1)ね らい

本校 の最近 の傾向 と して、髪 は長 く茶色で まだ ら、両方 の耳 は ピァスにヘ ッ ドホ ー ン、 ズ

ボ ンはず り落 ち地面 を引 きず る、 スカー ト丈 は極端 に短 くソックスはダボ ダボ、授業 中 の私

語 や飲 み食 いは当然 のよ う、で も悪気 は全 くな く、その場 の感情 に流 されやすい生徒 が 多 く

なって い る。本 当は、明 るい性格 で人懐 っこ く学校 が大好 きで、新 しい人 間関係 を作 りた い

と思 ってい る。

このよ うな生徒 と何 で も気軽 に言 い合え る関係 になりたい と思 った。生徒 の個性 や価値 観

は時代 で異 な るが、 どんな時代 であ って も生 徒 は必ず人 とは違 う良 さや素 晴 らしさが ある。

それ らを認 め、学校生活 を通 じてよ り良 い人間関係を築 いてい けるよ うにす ることが必要 で

ある。 また、主体 的に決定す る能力 を養 い、一生 に何度 とな く選択 と決断を迫 られる局面で、

悔 いを残 さない人生 を歩 んで行 けるよ うにす ることが大切 であ る。そのために は、教 師 は生

徒 と本音 で触 れ合 うことが重要 である。

このよ うな関係 は、生徒 と教師 の 日々の心の通 い合 いと、教 師の地道 な努 力の積 み重 ね に

よる と考 え られ る。そ こで、教 師が生徒 と意思の疎通 を図 るきっかけ と して、面談 方法 や学

級 日誌 を工夫 した。一方 、生徒 と教師 が学校生活 に関す る情報 を交換 し共有 す るた めに、学

級通信 や学年通信 な どを発行 した。

② 対象

1年 次43名 、2年 次39名 、3年 次37名(卒 業者数256名)

毎年 、ホー ムルー ム編成替 えをお こな った。

㈲ 考え方

教師Tが 生徒Aに 接 す る(図 中→)ま

たは生徒BがTに 接 す ると、TとAま た は

TとBの 間で相互関 係(図 中E→)が 成 立

す る。す るとAは 間接 的にTを 介 してBに

接す るき っかけが生 じ、AとBの 間 で関係

が成立す る。そ して、AとTとBに お ける

三者 の相互関係 がで きあが る。

同様 に してで きたCとDがTを 介 してA

とBに 接 し、A・BとTとC・Dの 関 係へ

発展す る。 このよ うな過程 を繰 り返す こ と

で、徐 々に集 団 は成長 し、よ り良 い人 間関

係 が成 り立 っ 「目指 す集 団へ と発 展す る」

と考 えた。

図1は 、上記 の変 化の意識過程 を模 式 的

に表 した ものであ る。

図1一 人一人の人間関係が徐々に成長し、
目指す集団へと変化する意識過程の模式図

藷 樋

O

O
a

/① ＼O

a

6①為
II

ノ①、
AB

嘉

春
∵

、㊥
⇔
口
◇

[

▽
①

.⑱

o

_12_



サ

(4)方 策 一生徒 と教師 との心の通い合 いを 目指 して一

① 面 談(表1参 照)

人権 上 の理 由 で、 個 人面 談 に し

た こと もあ ったが 「気 の合 う仲 間

と一緒 に いれば 、一 人 で はな か な

か話 せ な い生 徒 が様 々 な話 を して

くれ る」 と考 え、 集 団面談 を行 っ

た。 時 には、 他 の ホー ムル ー ムの

生 徒 も参加 して 、面 談 を した こ と

もあ った。 気楽 に話 がで き る場 所

で、 生 徒 が言 い たい ことを話 して

い る と きは、担 任 は黙 って 耳 を 傾

け る よ うに した。 さ らに、担 任 の

高 校 時代 の思 い出 や失 敗談 な どを

話 す こ とで 、担 任 が どの よ う な人

間 なのか を知 って もら う よ う に配

慮 した。

第3学 年時 の個人面 談 で 、「心 の

優 しさ と自由 の厳 しさを教 え て く

れ た先生 を誇 りに思 って います 」

(男子)や 「先生 は、 物 わか りの い

表1心 の通 い合 いを目指 す

学 年 第1学 年 第2学 年 第3学 年

学 期 1学 期 2学 期 3学 期 1学 期 2掌 期 3掌 期 1学 期 2学 期 3学 期

主な行事
中体伎保
閏1『外護

潮進係銘一

氏路岐奮
軽7修
動 ラ丁
橿遣体佼
優路宵外

潮鐸修生
風岐学徒

マ学麿

ラ年 了
係大詫体専
岐学域賓奪

逼瀧保生終

学」」竣提素

姑予阜
衆霞奮

考祭学者 祭幌者式 義ソ式 者混薬学 祭者旅魅 ソ末式 者懸髭祭範 説祭者総式 式套式

各種旗
査 習会 明金

金
窒ン 会q暫

会
金行会 ン考

壷
合岐『 鯛
会会 会

明 会会
妻

H H① 面 談 ★集団面談は放課後、2～5 ★第1学 年時と基本的に同様 E★個人面談あるいは保護者を含む
,幽

名を対象に教科準備室で週2 の方法で実施した。 三者面談は、主に空時間や放課後
～4回 実施 した。 世間藷だけでなく、生徒の 教科準備室で週3-4回 実施した、
面談で記録は一切取らず、 将来の夢や今困っていること 生徒が提出した進路資料を参考
内容は穣密にする約束をした, などについて語らせ、徐々に に、面談中の必要事項は必ず記録
1回 の時間は約1時 間、主に 進路を意識させた内容をおり し、秘密厳守で1時 間以内を原則
世間話をした。 混ぜながら行っr とした。同じ生徒と何度も面談を

行ったことは言うまでもない。

② 学級購
HHH
★日誌は、生活記録と余白で

HHH
★第i学年時と基本的に同様

HHH
★第」.2挙年時と同様に行った,

構成されている。朝のSHR の方法で行った。 なお、日誌記入は年度当初から
で日直に渡し、放課後担任は なお、 日誌記入が習慣化 習慣化されていた。
日直から直接受け取うた。 するまで3週 間程皮必要であ
毎日、担任は点検のため目 った。
を通し、返答を記入した。
日誌記入が習慣化するまで

約1ヶ 月必要であった。

③ 学緩通信
0000000
★学校行事に即して、7種 類

00000000000

★第1学 年時と基本的に同様
発行した。生徒個人の活躍等 で、20種類発行した。生徒の
を中心に掲載し、学校長の他 声をまとめ、それらを原稿に
一部教員にも配布した。 して発行したりもした。

④ 学年通信
、 ∋レ
★行事に即し、主に進踏に醐係し
た内容で35種類、毎週末発行しr,
学級通信を発展させた形態で、
生徒や教師が直接参加するように
努めた。 全教臓員へ配布した。

学年通信集
H

★35種類の学年通信を有志生徒と
冊子化、全卒業生の記念品にした、

⑤ 学級文集
H

★学級独自の活勤を行った。
自分の母親に宛て短文で手紙を
綴り、順不同で掲戟し小冊子にし
た。代表生徒と担任で作り、学級
だけの貴重癒卒柔紐念品にした。

い、年 上 のお兄 さん とい う感 じで した。先生 の考 え方や生 き方 に驚 きを感 じた時 もあ りま し

たが、私達 と同 じ気持 ちにな って考 えて くれた先生 に感謝 して います 」(女 子)と い った生

徒 の声を直接聞 き、多少 な りとも生徒 の心 と担任 の心が通 い合 ったよ うに思 った。

② 学級 日誌(表1参 照)

「生 徒 と教師 との心 の通 い合 いが日々積 み重ね られ ることで、やがて生徒 はホームル ー ム

全体 へ 目を向 けるよ うにな る」 と考 え、学級 日誌 を有効的 に活用 した。

その 日の日直が学校生活 を記す とと もに、余 白には他の生 徒が 目を通 した くな るよ うな記

述 を期 待 した。第1学 年 当初、意図通 りの記述 は少 なか ったが、担任 は諦 め ないで生徒一 人

一人 に対 して真 しに本音 で返答を続 けた
。やがて、面談 の効 果 もあ り、徐 々 に記 され る量 が

増 えて きた。中 には、授業中 に もかかわ らずそ っと何 人かで書 き合 う生徒 や、家 に持 ち帰 っ

て書 いて くる生徒が現 れた。5月 頃 には2～3頁 に渡 って記 され た こと もあ った。 「私達 の

方 をいっ も向 いて いた先生、 ささいなクラスの問題 もこの 日誌 が解決 して いたのですね。 私

達 は この 日誌 が大好 きで、『また2年 生 で も書 きたいネ!』 といっ もみ ん なで話 して いるん

です よ」 という1年 女子 の記述 があ った。移動教室 や修学旅行 へは生徒 自らが持参 し、宿 泊

先 で記入 して担任 に返答 を書 かせ るまでにな った。担任 が興味 を もって喜 んで 日誌 を読 み、

返答を書 くことが大切 であ り、その ことが生徒 の励 みになってホームルームへ浸透 して きた

と感 じた。
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③ 学級通信(表1参 照)

「情報 を交 換 し共有 す ることの大切 さ と教師 の願 いを託 したい」 と考 え、学級 通信を発 行

した。教 師 は作成す る際 、生徒 の批判 や中傷 を避 け、生徒一 人一 人が仮 名で登 場す るよ うに

した。 さ らに、個人の活躍 ・協力 ・努力 とい った生徒 の良 さを強調 し・必ず ほめ るよ うに努

め た。第1学 年 の年度末、一年間の反省 アンケー トに 「不安で一杯だ った高校生活 がス ムー

ズにス ター トで きた ことにとって も感謝 しています 。2年 で も頑張 れるよ うな気 が します」

と言 う男子 の記述 か ら、情報 を共有す ることが生徒 の不安解消 に役立 って いる ことが分 か っ

た。 そ こで、第2学 年時 では通信 の発行数を増 や し、逆 に記述量 は精選 して1回 の内容 を短

くした。生徒 が将来役 に立っ話題 や今知 ってお くべ き内容 を選 んで作成 した。題材 を集 め る

たあ、 シ ョー トホー ムルームで生徒 に話を聞 いたり、学校行事 が終 わ った後 な どに感想 を書

かせ た り し、それを集約 して発行 した りもした。

文化祭 の片付 けを してい る時 に 「文化祭 のか き氷、男子があれ ほど協 力 して くれ ると は思

いませんで した。全員が一致 団結 して 『ヤ ッター!』 って感 じま した」 とい う2年 女子 の声

か ら、 ホームルーム全体 に教 師の願 いは情報 を通 して伝 わ ったことが分か った。

(5)ま とめ

第3学 年時で は、学年 の他の担任の方々か らの強い希望 もあ り、学級通信か ら学年通信(表

1の ④)を 発行す る ことにな った。第3学 年 は高校生活 の集大成 であ り、生徒 はど うして も進

路 を意識す る。そ こで、学年通信 が生徒全員の意思疎通 を図 るきっかけ とな り、進路 決定へ の

援助活動 となれば意 義深 くな ると考 えた。さ らに、 ホームル ームの生徒 が学年全体 に目を 向 け

られ るようになること も大切であ ると考 えた。 そのよ うな理由か ら、記述 内容 は多 く、発行 数

も一層 増え、作成 は非常 に労力を要 した。卒業式近 くに、1年 間の歩みを 「軌跡」 とい う題 で

有志生 徒 と冊子化 した。 その時、「形 で残 る思 い出ですね」 とい う生 徒 の声 か ら、 学年 全 体 が

まとまるたあのき っか け となったと確信で きた。

さ らに、家族 や周囲 の人へ感謝 の気持 ちを伝 え ることをね らいに、 ホームルーム独 自の活動

として、学級文集(表1の ⑤)を 作成 した。 この活動 は 「生徒 の心 の中にある本音 を引き出 し、

卒業す るという成就感 へつなが ってい く」 と考え た。2学 期 の終業式 の 日になげか け、冬休 み

の課題 と した。生徒 は興味を もち、全員 が3学 期 の始業式に原稿 を提 出 した。 この ことか ら、

生徒 と担 任 の意思が一 致 しただ けでな く、生徒が素直 に本音 を表現 で きるようにな った と実感

した。完成 した小冊子 は、卒業式当 日に生徒一人へ2冊 配布 し、1冊 は本人か ら保護者へ 直接

手渡 した。

本校 の生徒 も多感 な青年前期 の人間で あることに変 わ りはない。 また、生徒一人一人 は自分

に良 さがあ りなが らそれに気付 かず に成長 し、現 在があ るだけなのであ る。人 がや る気 を起 こ

し、活 き活 きと生 きるために は、教師 や大人が、生徒の良 さや素晴 らしさを認 め、励 ます こと

が最 も大切 な ことであ る。そ して、何 よ りも教師が どんな生徒 であ って も人間 と して愛 して い

く心 が根底 にな くて は、学級経 営や学年経営 は絵 に描 いた餅 に等 しいものだ と思 う。

この報告 書 に述べ たことは、実 は結果論 に過 ぎない。意図的 ・計 画的 に行 うべ きで ある教 育

活動 とはいえ 「や りなが ら考え、や りなが ら実行 した」 とい うのが本音 で ある。今後 は、 この

実践 を踏み台 に して、次 の学級経営 は少 しで も計画 的であ りたいと考えて いる。
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2ホ ームルーム活動2一 相互理解 を深める指導 の工夫 一

(1>ね らい

調査結果 によ ると、回答者 の うち全体の3分 の1に あたる生徒が 「ホームルー ム活動 に意

義 を感 じていない」 と答えて いる。 さらに、多 くの回答者が 「ホームルーム内で 自分 が理 解

されて いない」 と感 じて いる。

対 象 と したホームルー ムは、友人 関係 がは ぐくまれっっ ある 「仲の良 い」集団 であ る。 し

か し・ ホームルーム集 団 と しての学校行事等へ の取 り組み は、積極的 な生徒 がい る反面 、 消

極 的であ ま り参加 しない生徒 も見受 け られる。 このため、担任が積極的 な生徒 と話を して い

るとき 「自分 たちは個人 の予定 を変更 して まで も活動 して いるのに、 自分勝手 に行動 して い

る生徒 が いるのは許せ ない」 とい う発言 が飛 び出す こと もあ った。 この原因 は、多 くの生 徒

が相互 理解を図 り、集団 内の役割 を分担 し、 さ らにはお互 いが助 け合 ♂で もの ごとを完成 さ

せ た り、成功 させて い くことを苦手 と して いるためで あると考え られ る。

そ こで、教師 はホームルーム指導 に当たって、 まず第一 に 「生徒一 人一 人 の自己理解 を深

あさせ、それを基 に、教師 と生徒、生徒 と生徒 との理解を深 あ させ ること」、第二 に、「生 徒

が各 々の役割 を 自覚 して、お互 いに助 け合 いなが ら問題 を解 決 して い くこと」が必要 であ る

と考 えた。

本事例 で は、教 師が生徒の活動 を支援 す ることによ って、生徒 の学校行 事等 へ の取 り組 み

を積極化 させ るとともに、生 徒に とってホー ムルーム活動 を意義 あ るもの と し、 さ らには生

徒一 人一人 に集 団の一員 と しての 自覚 を もたせ るための実践 を行 った。

(2)対 象1年 生42名(男 子22名 女子20名)

③ 経過及 び取 り組 み

生 徒 たちが一っ の集団 と して結束 を強 めて い くよ うにす ると ともに、生徒全員 が役割 を 分

担 で きるよ うにす るために、文化祭企画委員 が中心 とな り、 ホームルーム内での話 し合 いを

重 ね、文化祭企画 として ビデオ劇 を作成 した。

① 文化祭企画 ・原作の決定

LHR:各 委員の決定、文化祭企画委員6名 を選任

LHR:文 化祭の記録ビデオを生徒に見せる

5月 中旬LHR:文 化祭企画について班毎話し合いを実施

企画会議:班 での話合いの結果を参考に文化祭企画会議を実施

LHR:文 化 祭企画(ビ デオ劇の作成)を 決定、企画書の提出

6月 初旬企画会議:ビ デオ劇の原作の選定作業

下旬LHR:ビ デオ劇の原作の決定

LHR:脚 本 の作成者を募集

夏休み中:脚 本作成係 と企画委員による脚本づくり

企画会議:脚 本の確認 と役割分担案の作成

9月 上旬LHR:脚 本 を生徒に配布、出演者 ・役割分担を決定

企画会議:撮 影スケジュールを立案 ・撮影開始

LHR:文 化祭当日の役割分担の確認

18・19:編 集係:編 集 。音入れ作業

21・22:文 化祭当日

4月 か らは、文化祭 につ いての紹

介、委員 の選出、文化祭企画 の決定

が主 な内容 とな った。生徒 の中には、

中学校時代 に文化祭を体験 して い な

い生徒が多か った。 このため、担 任

は、生 徒 に学校 で作成 した文化祭 の

記 録 ビデオを見 せ ると ともに、各 班

に文化祭の企 画を紹介 した本や雑 誌

を配布 ・閲覧 させ、高校 の文化祭 に

つ いて の意識 を高め させた。そ して、

ホー ムルームで行 う企 画 にっ いて考

え させ る きっか けを作 った。

文化祭企画 の運営 の中心 は、4月
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当初 の ロングホームルームで生徒本人の立候補 によ り選任 した2名 の ホームルーム委 員 と

6名 の文化祭企画委員(以 下、企画委員)で あ った。

ホームルー ム企画 を決定す るに当 たって は、まず5～6名 を単位 と した班 で文化祭 企 画

について話 し合 いを行 わせ た。 その際、担任 はω全員 に役割分担がで きる もの、(イ)学校 か

ら配布 され る予算内 で収 ま るもの、(ウ)ホームル ーム全体 で楽 しある ものの3点 を考 え なが

ら話 し合 いをす るよ うに指導 した。

各班 での話 し合 いの結果 を基 に、企画委員 は2回 の企画会議 で企画 の検討 を重 ねて、 三

っの原 案 に絞 り込 んだ。そ して、企画委員が ロ ングホームルー ムでそれ らの原案 につ いて

の説 明を してか ら、生徒全員で話 し合 いを行 った。最終的に は、生徒 が投票を行 って、 文

化 祭企画を 「ビデオ劇」の作 成に決定 した。

② 原作の決定 と脚本の作成

6月 か らは、 ビデオ劇 の原作、 ス トー リー、脚本 の決定が中心的 な内容 とな った。 企画

会議で 「原作 はオ リジナルな ものにす る」方針 を決 めた。

次 に、企画委員 は他 の生徒か らも色々なス トー リーのアイデアを出 して もらうために、

ショー トホームルームで 「ス トー リー原案 を募集 している」 ことを伝え た。そ して、企 画

会議 で、企画委員 が考 えて きた り、他の生徒 か らのアイデアを基 にス トー リーを協議 し、

い くっ かの原案 に絞 り込 んだ。他の生徒 にそれ らの原案 を ロングホームルームで提示 して、

ス トー リーを決定 した。

脚本 の作成 に当た って は、企画委員 が脚本作成係を募集 した。 しか し、立候補 者が現 れ

なか ったた め、文芸部 に所属 している生徒 に脚本 の作成を依 頼す ることとな った。

企 画委 員 と脚本作成 係の生徒 とが夏休 みの期間を利用 して脚本 にっいての話 し合いを行 っ

て作成 した。そ して、脚本が完成 した段階 で企画会議を行 い、出演者 や役割分担 にっ いて

の話 し合 いを行 った。

③ 役割分担の決定 と撮影 ・編 集作業

9月 か らは、 出演者を含む役割分担 の決定 と撮影及 び編集作業が主 な内容 とな った。 役

割 分担 は、企画委員 やホームルーム委員が生徒全員 に役割 を当 て られ るよ うに衣装係 ・小

道具係 ・化粧係 ・撮影係 ・編集録音係等 の多 くの役割 を考 えた 。 その際 、 企 画委 員 か ら

「役割 が決 ま らな くて、無理 や り押 しっけ るので はな く、あ くまで も希 望 に よ り役 割分 担

を決 あてい きたい」 と言 う意見 が出された。 このため、生徒 に希望 を募 るとともに、希 望

の少 なそ うな役割 にっいて は、教師や企画委員が引 き受 けて くれそ うな生徒 に事前 に交 渉

を行 った。そ して、 ロングホームルームの時間 に全役割 分担 を決定 した。

撮影作業 は、出演者 の決定後 ただちに開始 され たが、出演者 の台詞覚 えの悪 さや撮 影機

材 の不足 か ら予定通 り進 まなか った。 しか し、生徒全員が様々な工夫や協力を して問題解

決 に当た った。 たとえば、台詞 に関 して は、小道具係 の生徒が台詞を大 き く書 いた紙 を板

に張 って出演者 に見せ たり、脚本係 の生徒 が出演者 の覚えやす い台詞 に変 えた りした。最

終 的 に、編 集及 び音入れ等を行 って 「ビデオ劇」が完成 したの は文化祭 の当日であ った。

作 成 にあた り様 々な苦労や失敗を したが、生徒全員 が協力 して作品 を仕上 げた ことに、生

徒 は素直 に感動 して いた。
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(4)生 徒 の感 想

男子A:正 直 に言 って、 ビデオ劇 な ど自分 のホームルームで はで きないと思 った。だ か

ら、初 め はや る気 がなか った。で も衣装係が遅 くまで衣装を作 って くれた り小

道具係 が小道具 を真剣 に作 って くれて いるのを見て、 自分 も真剣 にや ろ うと思

い、頑張 るよ うにな った。 自分 のスク リー ンに写 った姿を見た時 は恥ずか しか っ

た。で も ビデオが完成 してよか った。

女 子A:劇 に賛成 した時 、何 か他人 ごとのよ うに感 じた。衣装 を着 た り、化 粧 を して も

らった りして、 自分 の姿 が変 わ って い くのが、 とて も不思議 な感 じが した。 ビ

デオが完成 した時 には、 みん なが協力す ることでで きたのだと思 った。そ して、

今 まで話 した ことがない人 と も話をす ることがで きるよ うにな った。

男子B:ビ デオが完成 して良 か った。 で も、担任の力を借 りずに完成 させ たか った。 自

分 たちの力 だけで ビデオはで きたと思 う。

女 子B:出 演者 の化粧 をす ることでその人が変化 して い く姿 や、化粧 で姿 が変わ った人

が驚 いて くれる様子 を見て、 自分 に自信がっ いた。

女子Bの 感想文 は、卒業後 の進路 として美容師を希望 して いる生 徒の もので ある。 この生

徒 は、 なか なか ホームルーム集団 にな じめず にいた。 しか し、教 師が個人面談で本人 が化粧

に興 味を もって いる ことを知 って いたので、本人が ホームルー ム集 団 にな じめ るき っか けに

なれば と考 え、化粧係 になるよ うに事前交渉を行 った。そ して、 この生徒 が出演者 に化粧 を

した ことで、他 の生徒 に好評 となったことか ら、本 人 は自信 をつけ、 自ら後期 の ホームル ー

ム委員 に立 候補 し、 ホームルーム委員 と して集 団内の中心 的な生徒 とな った。

(5)ま とめ と考察

ビデオ劇 の作成 は、出演者以外 に様 々 な役割分担 があ り、生徒一人一 人が これ らの役割 を

果 した り、お互 いが協 力 し、助 け合 うことによって一 っの作品 が完成 す るもので ある。 これ

らの過程 を通 して、生徒 一人一人が成 就感や達成感 を もっ とともに、生徒 と生 徒の相互 理 解

が図 られ、集 団への帰属意識 や連帯感 を高あ られ ると考 え、 ビデオ劇 の作成 を行 った。学 年

末 に 「1年 間を振 り返 って」 とい うア ンケー トを実施 した。 その中 で 「思 い出に残 った行 事

や出来事 は何 か?」 とい う質 問に対 して、移動教室 と並んで文化祭を挙げる生徒が多か った。

この ことは、生徒 にあ る程度 の成就感 や達成感を与 えることがで きたか らだ と思 われ る。 ま

た、文化祭後 に生徒 が書 いた作文か ら、文化祭企画を通 して生 徒 と生徒の相互理解 が図 られ、

生徒一 人一人 が集団 の中 での自 らの役割 を自覚 し、個 々の生 徒がお互 いの努 力 を認 め合 い、

協力 し合 って もの ごとを解決 して い く能力が育成 された と考 え る。 さ らに目的を遂行す るた

めに 自ら考え、判断 し、行動す る能力を身 に付 けることがで きたので はないか と考え る。 今

後 も様 々な ホームルーム活動を通 して、生 徒に 「ホームルームで必要 とされて いる」あ る い

は 「生 か されて いる」 ことを実感 させ、 ホームルームへ の帰属意識 や連帯感 を もたせ る とと

もにホームルー ムに対 す る満足感 を もたせ る指導 を実践 して いきたい。
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3部 活動1一 相互 理解を深め、役割 の意識を高める指導 の工夫 一

(1)ね らい

調 査結果 によると、所属 して いる部 を途 中で辞 めた生徒の多 くが・ 「人間 関係 が うま くい

か ない」 ことをその原因 に挙 げて いる。 これは、学年や ホームルームの所属 を離れて組織 さ

れて いる部活動 の集団 に とって、「お互 いを生か し合 い、望 ま しい人 間関 係 を作 る」 ことが

大 きな課題 とな ってい ることを意味 して いる。望 ま しい人間関係を作 り上 げるたあには・生

徒一人一人 が 自己を良 く理解す ること と、教 師 と生徒 、生徒 と生徒が相互理解 を深 める こ と

が必要 であ る。望 ま しい人間関係 が作 り上 げ られ るに したがい、生徒 はその集団 の中で 自分

が果 たす べ き役割 を明確 にす ることができる。そ して、その役割 を遂行す る ことで、集 団 の

発展 に貢献 す るという生 きがいが生 まれるとと もに、集 団の中で 自己を生 かす方法 を見 いだ

す ことがで きる。

そ こで本事例で は、生徒が 自己理解 を深 め、教師 と生 徒、生徒 と生徒 が相互理解 を深 あ る

ことによって望 ま しい人間関係を築 くとともに、生徒が 自分 の役割 の意識 を高 あて、 それを

遂 行す ることで望 ま しい集団を形成 す ることをね らいと して いる。

(2)対 象:男 子バ レーボール部9名(2年7名 、1年2名)

女子バ レーボール部19名(3年1名 、2年8名 、1年10名)

③ 方法

① 個人 日誌 による自己理解 の深化

個 人 日誌 は、練習 内容 、反省及 び感想、体調 、 ポイ ン トチ ェックな どの欄 があ り、生 徒

一 人一人 が毎 回の部活動後 に 自己の反省を記入 し、教 師に提 出す るものであ る。 ポイ ン ト

チ ェ ックの欄(資 料1)に は、生徒 が自己の反省をす る観点 として大切 な5っ の項 目が挙

げ られてお り、 これ らを5段 階で自己評価 して得点化(10点 満点)す るもので ある。 これ

は、生徒が客観的で的確 な自己評価

を行 い、 その日の自己の反省及 び感 資料1個 人日誌のポイン トチェック欄

想 の焦点 が明確 になるよ うに工夫 し

た ものであ る。

この個人 日誌 で、生徒 は 自己を見

っめ、評価 すゐ ことによ って、 自己

理 解を深 め られ るよ うにな る。

② 練習 日誌 による相互理解の深化

練習 日誌 は、出欠席、練習内容、

負傷 、ポイ ン トチ ェック、本 日の ベ

ス トプ レーヤー、反省及 び感想、 監

督 の言葉 な どの欄 があ り、全部 員 が

輪番 で毎 回の部活動後 に1冊 の 日誌

に記入 す るものであ る。生徒 は部全

体 につ いての反省を中心 に記入 し、

後 に教師が指導事項を書 き入れ る。

①遅刻をしなかったか

②大きな声で元気に練習したか
③ 目的を考えながら練習したか

④チームメイトを励ましたか

⑤準備、後片づけ等をやったか

資料2練 習 日誌のポイ ン トチ ェック欄

及び本 日のベス トプ レーヤー欄

口

ポ イ ン ト チ ェ ッ ク

暮い00.51152良 い

灘難講撫1[
《本 日のペ ス トプ レーヤー》 (どんなところ誤良かったか)

※ 艀1人 臥すること

(2人以上earてもよい)
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ポイ ン トチェ ックの欄(資 料2)に は、練習 が充美す るために大切で ある5つ の項 目が 挙

げ られてお り、記 入者が これ らを5段 階で評価 して得点化(10点 満点)す るものであ る。

また、本 日のベ ス トプ レーヤーの欄(資 料2)は 、記入者 が自 らの判断 でその 日最 も良 い

練習 を した生徒を選 び、その理 由 とともに名前 を記入す る ものである。 これ らの2つ の欄

は、前者 は生徒が的確 にチームを評価 し、チームの反省点 を明確化 で きるよ うに、後 者 は

チー ムメイ トを積 極的 に評価で きるように と工夫 した ものである。

全 部員 は次回の活動 まで に必ず練習 日誌 に 目を通 し、記入 した生徒 の評価 や意見 と教 師

の指 導事項を理解 し、練習 に生か して い くよ うにす る。 これを毎 日繰 り返す ことによって、

生徒 と生徒が相互理解を深 め、 また教師 と生徒 の相互理解 も深 あ られ るよ うにな る。

③ 相互評価表を利用 した 自己理解 と相互理解 の深化

相 互評価表 は、練習意欲、練習態度、協調性 な どの9項 目にっ いて、部員 同士 が相 互 に

5段 階 で評価 し合 うものである(資 料3)。 この9項 目は練習 に対 す る姿勢 や努 力 を 中心

に構 成 し、技術 の優劣 の評価 にな らないように配慮 した。結果 は、生徒 が 自らを評価 した

自己の評価点 と、 自分 に対 す るチー ムメ 資料3相 互評価表

イ トの評価 の平均点 とを、項 目 ごとに並

べて、比較 で きる形 で本人 のみ に知 らせ

る。

これ によ って、生徒 は他 の部 員 が 自分

を どのよ うに理解 して いるのかを知 り、

自分を見っ め直 して自己理解 を深 め るよ

うになる。また、生徒 がチーム メイ トを

評価す る ことと、 自分 に対す るチー ムメ

イ トの評価 を理解す る ことによ って 、生

徒 と生徒 の相互理解 が深 め られ る とと も

に、集団 内での自分 の役割 を知 る手 掛 か

りとな る。

④ ミーテ ィングによる自己の役割の意識
資料4チ ーム内に必要な役割「チームが目的 に向か って向上 してい くたあ
(ミ ーテ ィングで 生徒 が挙 げた もの)

年 氏名

項 目 自分 ・i O

出 席 率(休 まずに贈 に鈎 しているか)

練 習 意欲(擁 的に、集勅 鶴 って鰐 しているオ})

練 習 態度(目 的を考え、工夫し雄 ら鰐 しているの

声(元 気の声、指示の声をいつでも大きく出しているか)

り一ダ ーシ'Jプ(前 向きな方向へみんなを引っ張っていく努力をしているか)

協 調 性(チ ームメイトを理解し、ムード 作りや全体への配慮をしているか)

練 習 成 果(こ の3ヶ朋 での、技術の鍵 の飴 いはど勃・)

知 識(バ レーにっいての織 をどれくらいもっているか、翔 しているか)

準 備 、片 付 け(鞘 、片付け、隔勲 どをしっかりとやっているか)

にチーム内に必要 な役割 は何か」 とい うテー マ

で ミーテ ィングを行 い、理想 とす るチームにお

いて必要 とされ る個人 の役割 を検討 して、提 示

す る。 さ らに、生徒 は前記 の相互評価 の結果 を

踏 まえ て、チーム内で 自らが果 たすべ き役割 を

考 え、 自 ら決定す る。

この ことか ら、生徒 は集 団内で自分 の置 かれ

た立場 を自覚 し、自己の役割 の意識 を高 め るよ

① 目的の方向にチームをまとめる

② リーダーを積極的にサポー トする

③ 練習方法や練習計画を考える

④ 技術などを後輩に教える

⑤ 練習中の雰囲気やムー ドを高める

⑥ チームメイ トの人間関係を良くする

⑦ 自分の技術でチームを引っ張る

⑧ 練習に専念できる環境を作るマネージメント

⑨ 準備や片付けなどをしっかりやる

⑩ 知識や情報を貯え、チームに提供する

うにな る。 さ らには、 その役割の遂行を通 して、集 団内での存在感 や帰属意識 が高 ま り、

次第 に 目己を生か し集団を向上 させ る方向に努力 で きるよ うにな る。
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(4》 生徒の感想(相 互評価の結果 と自分の役割 につ いての ミー ティングよ り)

男 子A:自 分 が 思 って い た よ りみ ん な の評 価 が少 し良 か ったの で安 心 した。 も っ と練 習

態 度 を しっか り して チ ー ムを ま とめ 、 引 っ張 って い き た い。

男 子B:自 分 で は も っと や って い るつ も りだ が 、思 った よ り評 価 が低 か った 。 み ん な に

は そ れ が伝 わ って い な い と思 った 。 キ ャプ テ ンや エ ー ス を サ ポ ー トで き る よ う

に確 実 性 の あ る プ レー ヤ ー に な りた い 。

女 子C:出 席 率 を高 く見 て くれて い た。 この こ と は 自信 が あ った の で嬉 しか った 。 自 分

の技 術 の 向上 と、1年 に教 え て い くこ とで チ ー ム に貢 献 した い 。

女 子D:声 が最 低 点 とな って い て、 とて も シ ョ ックだ った 。今 後 は声 を 出す こ と と、 仲

良 く楽 し くで き るよ うに人 間 関 係 を 良 く して い く役 割 を した い 。

(5)結 果 と考 察

個人 日誌及 び練 習 日誌 は、初 め は漠然 とした反省内容が多か った。 しか し、ポイ ントチェッ

クの欄 を設 けた ことにより、生徒 の 日々の反省が惰性的にならずに焦点 の絞 られた ものにな っ

てい った。そ して次第 にチー ム内での 自己の立場を意識 した反省 や、チ ームの向上 を考 え た

反省 が見 られ るよ うになり、その記述 か ら生徒が 自己理解を深 め、教 師 と生 徒、生徒 と生 徒

が相互理 解を深 あて い く様 子が伺われた。また、練習 日誌の本 日のベ ス トプレーヤーの欄 は、

積極 的 にチームメイ トを評価 し、 さ らにそれを受 け入 れる姿勢や雰囲気を作 るのに大 きな効

果が あった。記入者 は技術 の優秀 さだ けでな く、練習へ の姿勢や努力 とい う観点 か らベ ス ト

プ レーヤーを判断す る ことが多か った。全部員 の名前 が毎 日入れ替 わ って挙 げ られてお りそ

の ことか らも生徒 が自己の特徴を十二 分に発揮 して練習 に励んで いる様子 が伺 われた。

相 互評価表 は、部員が ある程度お互 いを理解 し合 えて きた9月 初旬 に、 ね らいを十分 に説

明 してか ら実施 した。結果 は、部員が趣 旨を良 く理解 して他 の部員 を的確 に評価 して いる と

思われ る ものが得 られた。 その結果か ら、生徒 は大 きな 自信 を得 た部分 と、かな りの精神 的

シ ョックを受 けた部分 があ ったが、 チームメイ トの評価 を肯定的 に受 け止 め理解 しよ うとす

る姿勢が見 られ た。 この相互評価 の結果を踏 まえて、その後 の ミーテ ィングにお いて チー ム

内 の自己の役割 を 自ら決定 し、 自己の特 に努力すべ き面(目 標)を 明確 にす ることができた。

さ らに、その役割 と目標 を練習 に生か し、存在感や帰属感 を高 め る結果 を もた らして いる。

今回 の一連 の取 り組 みで、生徒 の自己理解や、教 師 と生徒 、生徒 と生徒 の相互 理解が と も

に深 ま り、お互 いを認 め合 う望 ま しい人間関係 に近 づ くことがで きた。 また、集 団内 での役

割 や責任 を 自覚 し、その遂行 を通 して 自己を生かす方 法を見 いだす ことがで きるよ うな望 ま

しい集 団の形成 において も、当初望んで いた以上 の成 果が得 られた と判 断 している。 しか し、

一度築 き上 げ られた人間関係 であ って も、 それ は時間の経過 とともに変 化す る もの であ り、

お互 いを理解 し合お うとす る日々の努力が なければ維 持 ・発展 す ることはで きない。 また、

その集 団が さらに高 い 目標 を もち、質 の高 い集団 に発 展す るために は、教 師 と生 徒、生 徒 と

生徒 が今以上 に相互理解 を深 あ、信頼関係 を強 くす ることが必要 とされ る。 したが って、今

回 の実践 のよ うな地道 な取 り組 みが、今後 において も継続的に行 われ積 み重ね られ てい くこ

とが最 も重要 であ ると考 え る。
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4部 活動2一 定 時制高校 における部活動指導の工夫 一

(1)ね らい

調査 結果 によると、高校を選ん だ主 な理由 の一つに中に 「高校卒業 の資格 が ほしいか ら」 が

挙 げ られて いる。本校定時制課程 にお いて も 「とにか く高校 を卒業 したい」 とい う気持 ちで入

学 した生 徒が多 くいる。彼 らは何 らかの形 で仕事に就 き、朝 か ら夕方 まで一生懸命働 き、 そ の

後 に学校 へ通 って来て いる。そ のよ うな生 徒が 「高校卒業 の資格」以外 に 「この学校 を卒 業 で

きて本 当に良 か った」 と実感 させ たいと考 えた。そ こで、生徒が もって いる共通 の興 味や関心

を追求 で きるもので教 師の適 切 な指導 の下 、生徒 の自発 的 。自主的 な活動が行わ れる部活 動 に

焦点 を当てた。

部活動 を指導 す る上 で、 ア 教 師 と生徒 、生徒 と生徒 の出会 いを大切 に して新 しい集 団を形

成す る こと。イ 集 団 と しての 目標 を設定 す るとともに、共 に目標 に向か って協力 し合 え る人

間関係 をは ぐくむ こと。 ウ 集 団内での 自分 の役割 を自覚 し、責任を果 たそ うとす る姿勢 を育

て る こと。 工 生徒 が他 の生徒 を積極 的に評価す る こと。 オ 集団内で 自分 の意見 や考 え方 を

素 直 に表現 で きるよ うにす ること。力 集 団 として の活動を通 して達成感や充実感 を もたせ る

こと、 などに配慮 した。そ して、集 団 としての野球 とい うスポーッの特性 に着 目 して 、教 師 は

野球経 験者や野球 が好 きな生徒 に野球部 の創部 にっ いて熱 く語 りか け、平成6年6月 か ら練 習

を始 め る ことにな った。以下 にその実践 を紹介す る。

② 対 象

① 部 員数(平 成8年10月 現在)

② 野 球 経 験 の 有 無

(3)部 活動運 営 に当た っての方針

① 活動 に当た っての約 束事

14名(4年4名 、3年5名 、2年3名 、1年2名)

経 験 者3名 、 未経 験 者11名

仕事 や授業 で忙 しい中で、持続 して部 活動を続 けるために は、一 人一人 の部員 が互 いに理 解

し合 うことが必要であ り、顧問 と生 徒、生 徒相互 の間に信頼関係 を築 くことが不可欠であった。

そ のために、次 の二点 を部 の中での共通認識 に しよ うと考 えた。

第一 に、基本 的なル ールや責任 を果 たす ことである。安易 に時間 や約束事 を守 らないことが、

互 いの不信感 を生 む。 ささいな ことか ら、人 間関係 のいざ こざが起 こ り、部全体 の活動 が低下

して しま うことがあ る。楽 を してよい思 いを しよ うとい う生徒や、 自分の したことが相手 に ど

んな思 いを与 えたか に頓着 しない生徒 に、 ことあるごとにルールの大切 さを説 明 して い った。

第二 に、 目標を もって精一杯努力す ることで ある。勝っために、互 いが全力 を挙 げる。 そ の

姿 を認 め合 うことで信頼感が生 まれ る。「東京都大会 で優勝」 とい う高 い目標 を掲 げた が、 始

めか ら無理 だ と諦 めて いた生徒 も、努 力す ることで達成感 を もち、試合 に集 中 し、結 果に も こ

だわ りを もっよ うにな って いった。

「野球が好 きで楽 しくて しょうがない」「練 習に行 けばみんな と会 え る」 とい う気持 ちが生

まれて きた。また、「せ っか く集 まって くれた人 に申 し訳 がない。絶対勝て るチームに しよう。」

(卒業生 の文集 か ら)と 考え る リーダーが、休 みがちな部員を励 ま した り、 い ざ こざの仲裁 に

入 るな ど、 リーダー シップを発揮 して、部全体を リー ドしてい った。
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② 顧問 の指導姿 勢

部員 は、上 か ら命令 され るよ うな指導 には反発す ることが多い。また、小 ・中学校 で、教 師

に認 あ られた経験 や、教 師 との人間的な触 れ合 いが少ない生徒 が多 くい る。そ こで、顧問 自身

が部員 と同 じ練 習を行 い、野球 が うま くなるたあに努力す る姿勢 を示 し、部員 と対 等 の立 場 で

部 の運営 や活動 に参加 す るような指導 を心掛 けた。練習の合間や、練 習後 の何気 な い雑談 の中

か ら、部員 の抱 えて いる悩 みを理解 した り、野球部への思 い入れの深 さを理解す ることがで き、

生徒 も、家庭 の問題 や交友 関係 、仕事 での問題 などを相 談す るよ うにな ってい った。

(4》 相互理解 のための工 夫

部活動 の中で、一 人一 人の部 員が 自分 の役割 を自覚 し、責任 を もってその役割 を果 たそ う と

す る こと。互 いの努 力の跡 を認 め合 い、励 ま し合 いなが らチーム全体 を活性化 して い くこと。

そ して、短 い練 習時間の中で、競技経験者 が少 ないチー李が 「東京都 大会での優勝 」 を目指 し

て効率 よ く練 習す ること。 この3点 を具体化す るために、次の ような運 営上 の工 夫を行 った。

① ミーテ ィングの工 夫 資料 肇.試 合後の反省のための記録

どん な生 徒 に も自分 な

りの輝 き方 や存在 感 が あ

る ことを知 って も らうた

あ に ミー テ ィ ングを工 夫

した。 試合 中 、通 常 ス コ

ァブ ックを利 用 す るが、

競 技 経験 が 少 な い部員 に

は複雑 で あ り、 な るべ く

一 目で分 か る文 章中心 の

記 録(資 料1)を 取 るよ

うに した。 そ の後 の ミー

テ ィ ングで は、 活躍 した
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部員 の成果 を称賛 し自信 を付 けさせ るよ うに した。また、活躍 で きなか った部員 に は、何 が足

りなか ったかを客観 的に考 えさせ、 その後の練習に生 か していけ るよ うに した。 さらに、 なか

なか上達 しないが地道 な努力 を続 けて いる部 員 には、その姿勢 が大切 であ ることを強調 し、 ほ

め讃 え るように した。 これ らの ことを継続的 に行 うことによ って、努力 してい る部員 が チー ム

の中で尊 重 され るよ うにな ってい った。また、技術的に優 れた部員 や上級生 は リー ダーと して

の役割 を 自覚 す るよ うにな るとともに、技術的 に未熟 な部 員に は真面 目に努力 し続 けるこ とが

自分 に とって もチー ムにとって も大切 であることを理解 して くれた。

② ア ンケー トによる相互理解 の工夫

チーム結成 か ら1年 半 が経過 した時点 で、部員の間で は親 しい人間関係 がで きあが って きた

が、昨年 まで強力 な リーダーシップを取 って いた生徒 が卒 業 した こと もあ り、 「東 京都 大 会 で

優勝」 とい う目標 への意識 の違 いが大 きな問題 となって きた。特 に、上級生 の多 くは卒業 を控

え、野球 が好 きであ ること以上 に試合 で勝 ちたいとい うどん欲 さが出て きて いた。一 方、下 級

生 は 「十 分 に頑 張 って いる」「部活動 は楽 しくや るのが一番 である」 と言 う考 えで 留 ま って い
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じロが

た。 そ こで 、普 段 話 しに くい友 人 へ の思 いや 評 価 、不 満 な ど を ア ンケ ー トに書 く こ とに よ って

出 し合 う よ う に した 。1、2回 目 の ア ンケ ー トで は、本 当 に言 い た い こ とを書 い て い る と は 思

え な い状 態 で あ った が 、 継 続 して 書 くこ とに よ って 、 自分 に対 す る客 観 的 な評 価 や 、 他 の 部 員

に対 す る率 直 な意 見 や 、 真 剣 な注 文 もみ られ る よ うに な った 。多 くの部 員 が1時 間以 上 も か け

て 文 章 化 し、 自分 の 気 持 ちを 整 理 して 書 くよ う にな って い った 。

そ の後 、 ア ンケ ー トを基 に して 、 リー ダー シ ップ を と って も らい た い4年 生 と顧 問 で話 し合

い を行 った 。 そ の 中 で 、4年 生 の 「東 京都 大 会 で優 勝 」 とい う気 持 ち を強 要 す るの で は な く、

下 級 生 の様 々 な 気 持 ちを認 め た 上 で 、 チ ー ムの 目標 を実 現 す るた あ の方 策 を考 え た 。 そ して 、

4年 生 が 率 先 して 、 ア 練 習 や 片 付 けを行 う こ と。 イ 下 級 生 を理 解 し、育 て て 行 こ う と い う

姿 勢 で接 す る こ と、 等 を 決 め た。 話 し合 い後 、4年 生 の 中 に は仕 事 や学 校 の合 間 な ど に も 自 主

的 に バ ッテ ィ ングセ ンタ ー に打 ち込 み の練 習 に行 く部 員 もで て きた。 この よ うな4年 生 の 姿 勢

が徐 々 に下 級 生 に も浸 透 して い き、 チ ー ム と して の 目標 を互 い に共 有 す る こ とが で き る よ う に

な った 。

資料2.ア ンケー ト

野 ㎎ 郁r秋 季 大 会 に 勝 つ た め に 」

野球部を硯ける目的 「u己 のパ渇7的旋長 」
野球都の目標 「 樹季オ会優〃 篤双で一蚕のチーム作ワ」
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④ 自分にとって 今一番必要な練習は どういう線習か?
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② チームの中で 自分がいま、見習いたい人は誰か?そ の人のどうい う所をいいと思 うか?

賜喚いへの舘

どうやワて近づ こうと思 うか?

恥 ところ 、lt据 ・、托1こ ぱい,zと 結 ≧婦 卜誘・と

③ チームの申で 野球の実力がある人は誰か?う まいと思う順番に9位 まで名前を●こう

① 君 ② 君 ③
⑤ 君 ⑥ 君 ⑦

君 ④ 君
君 ③8

かくじつしヒ叶tるという崇でう レト・ひ「紗 習

廿7・ 打参

⑨ 君 一

3,勝 てるチームになるために

新チ ーム結成から2ヶ 月あまりでベス ト8に 入れたことは跨 りに思 う.た だ し、中心は

昨年か ら続けて成 長した4年 生の人でした。自分はチームに必要な戦力でしたか?チ ームの空

気を乱 した りしていませんか?今 のままで秋の試合に出れますか?勝 てるカが ありますか?

(5》 まとめ

「何 か充実 した ことをや りたい」 と考 えない生徒 はいないとい うのが、部活動 を通 しての私

の実感 であ る。本校 の野球部 は生徒減 の影響 もあ り、来年9人 集 まるか ど うか も分か らない。

定時制 では、部活動 その ものが成立 しないのだ とい う考え もある。 しか し、「毎 日毎 日、授 業

が終 わ ってか らの野球 が何 よ りの楽 しみ」(卒 業生 の文集 か ら)と い う声 か らも、 定 時制 にお

ける部活動 の意義 はあ ると考 える。

これ までの実践 を踏 まえて、次 のよ うな課題 が残 って いる。

ア ア ンケー トでの意見交換 か ら、生徒相互 が意見を直接交換 し合 う場面や機会 の設定 。

イ 勝っ ことを目標 にす る部員 と、楽 しくや る ことを 目標 に した部員の間での、統一 した 目標

の設定。
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Vま とめ

本年度教育研究員 は 「集 団の一員 と しての相互理解 を図 り、 自己を生かす能力 を養 う指 導 の

工 夫」 とい う主題 を設定 して、特 にホームルーム活動 と部活動 に焦点を当て た。教 師 と生徒 、

生 徒 と生徒 が互 いに理解 し合 い、相互 に作用 しなが ら、生徒一人一人が全人的 な発達 を遂 げ、

所属 す る集団 の改善 ・向上 を図 り、望 ま しい集 団を築 くための指導 につ いて研究 を行 った。

ア ンケー トを行 い、 その結果か ら次 のような特徴 が読 み取れ た。

ホームルームでは、① 仲 の良 い友人が いることがホームルームの楽 しさに影響 してい る。

② ホームルーム集団が い くっかの グループに分 かれている。③ 生徒相互 に理解 し合 う関係

が希 薄で ある。④ ホームルーム活動で積極 的に役割 を果 たそ うと しない傾向 があ る。

部 で は、① 半数以上 の生徒が部活動を行 ってい る。② 部活動 に充実感 や達成感 を求 め て

いる。③ 部活動 で自分 の役割を見 いだ しやす い傾 向にある。④ 退部の原因 は人間関係 と時

間 に拘 束 される ことにある。

そ こで、 ア ンケー ト結果を分析 ・考察 して、 ホームールーム活動 と部活 動の指導方法の工 夫

にっいての、三っの提 言(P10か らP11参 照)と 四つの実践 事例を以下 のよ うに示 した。

【実践 事例】

○ ホ ー ム ル ー ム活 動

○ 部 活 動

(1)生 徒 と教師が心を通わす学級経営

(2)相 互理解を深 める指導 の工夫

(3)相 互理解を深 め、役割 の意識 を高 め る指導の工 夫

(4>定 時制高校 にお ける部活動指導 の工夫

これ らの実践事例 か ら、「集団の一員 と しての相互理解を図 る」 ための指 導 で は次 の観点 が

必要で ある。① 教 師が生徒 との心 の通 い合 いを図 ってい くこと。② 教師が生徒 の視点 に立 っ

て生 徒を理解 してい くこと。③ 生徒 に自己理 解を深 め させ ること。④ 教 師や生徒 が他 の生

徒を積極的 に評価す る こと。 ⑤ 他 の人の評 価を受 け入 れ、客観的かっ 的確 に 自己評 価 を さ

せ ること。⑥ 信頼関係 を築 き上 げさせ ること、な どである。

また 「自己を生かす能力を養 う」 たあの指導 で は次 の観点 が大切 である。① 生徒 に 自分 の

良 さを気付かせ る こと。② 生徒の良 さを教 師や他 の生徒 が認 あ、励 ます こと。③ 生 徒 に 自

分 の役 割を 自覚 させ、 その役割を遂行す るよ うに支援す る こと。④ 集団 と しての 目標 を設 定

して、互 いに助 け合 いなが ら問題 を解決 してい くこと。⑤ 自 らの役割や集団 としての 目標 を

達成 させ る ことによって 自信を付 けさせ ること、などである。

課題 と して は、① 生徒の 自主 的 ・実践 的な態度 をは ぐくませ る観点、② 生徒 の側 に た っ

たホー ムルーム活動 や部活動の評 価の観点 などが挙 げ られ る。

これ らの観点 を踏 まえ なが ら教 師が、常 にホームルーム活動や部 活動 の在 り方 につ いて の課

題意識 を もっ ことが大切であ る。また、生徒が、集団の一 員 と しての相互理 解を図 り、 自 己を

生かす能力 を養 え るよ うに、あ らゆ る機会 を設定 し、計画的 ・組織 的 ・継続 的 に粘 り強 く指導

と支援 を行 って い くことが重要 であ る。 このことによ り、生徒の所属感 や連帯 感が高 ま り、互

いに人格 を尊重 し合 え る望 ま しい集 団を築 くことがで きるのであ る。
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